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日本空港ビルデング株式会社 

 

羽田空港国内線 第２旅客ターミナル ３階  

ディスカバリーミュージアム 第 10 回企画展について 
 

 

日本空港ビルデング株式会社は、第２旅客ターミナル３階の空港内美術館「ディスカ

バリーミュージアム」において、2013年1月25日より第10回企画展「細川ガラシャ 

大名家の姫君たち」を開催いたします。 

 2013 年に生誕 450 年を迎える細川ガラシャ。明智光秀の娘で、キリシタンとして

知られる歴史上の人物ですが、ガラシャは夫・忠興を愛した妻として戦国の世を生きた

一人の女性でもありました。同企画展ではガラシャが夫のために手作りした雨具や直筆

の書状・短冊のほか、武家の姫君たちの肖像画や美しい蒔絵が施された婚礼調度などを

展示します。大名家を支えた女性たちの息づかいをディスカバリー（発見）してくださ

い。 

記 
 

１.次回企画展  「細川ガラシャ 大名家の姫君たち」（入場無料） 
 

２.期   間 【前期】2013年1月25日(金)～2月17日(日) 

【中期】2月20日(水)～3月3日(日) 

【後期】3月6日(水)～4月14日(日) 

※前期・中期・後期では、一部の作品の展示替え、頁替えを行います。 

※2013年2月18日(月)、19日(火)、3月4日(月)、5日(火)は展示替えのため休館致します。 

※期間中、毎週水曜日（14:00～、16:00～）にギャラリートークを実施予定 
 

３.ディスカバリーミュージアム概要 

（１）場  所 第２旅客ターミナル ３階 

（２）開館時間 平 日  11:00～18:30（最終入場18:00） 

        土日祝日 10:00～18:30（最終入場18:00） 

（３）電話番号 03－6428－8735 

（４）ホームページ http://www.discovery-museum.com 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

日本空港ビルデング株式会社 
     http://www.tokyo-airport-bldg.co.jp 
 

※すべての展示作品は永青文庫の所蔵です。 

永青文庫･･･700 年の歴史を持つ細川家の至宝を管理し、国宝 8 点、 

重要文化財 31 点をふくむ、およそ 6,000 点の美術工芸品と 

50,000 点以上にのぼる歴史文書を所蔵している美術館。 

 

【 本件に関するお問い合わせ先 】 

日本空港ビルデング株式会社 事業開発・運営本部 施設管理部 広告・イベント課 

電  話（03）5757－8520（9:00～17:30）※土日祝日除く 
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【主要作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガラシャ消息 
ガラシャ直筆の書状。三男・光千代を指すと思われる「み

つ」が息災であることが綴られ、病弱な息子を思う母の心が

感じられる。実名の「たま」を表す「た」の署名がある。 

菊
きく

唐草
からくさ

蒔絵
ま き え

鏡家
かがみや

・ 鏡
かがみ

建
だて

 
大藩から大藩へ嫁いだ姫君が持参した婚礼調度の化粧道

具。嫁ぎ先の繁栄と姫君の長寿を願う菊唐草文様の蒔絵

が施され、天下一の称号を持つ鏡師・藤原家里の銘が

入っている。 

露 払
つゆはらい

 

細川忠興所用の麻の衣服で、箱書から妻・ガラシャの手織

手縫の作とわかる。露払は鎧の上からはおった表着ではな

いかとの説があり、その名称からも雨具であると考えられ

る。 

 
 

初音
は つ ね

蒔絵
ま き え

文台
ぶんだい

・硯 箱
すずりばこ

 

『源氏物語』第２３帖「初音」の場面を蒔絵で描いた文

房具。将軍・家光の長女・千代姫が嫁ぎ先に持参した

「初音の調度」の系譜に連なる婚礼調度で、文台と硯箱

で一具をなす。 

源氏物語 

『源氏物語』写本とそれらを収める蒔絵箪笥。教養は重要な

嫁入り道具と考えられ、特に『源氏物語』は武家社会で重視

された。箪笥の引出には各帖の巻名が金字で書かれている。 

和歌短冊「たつね行」 

『源氏物語』中の和歌を一部詠みかえて書写したガラシャ

直筆の短冊。愛する人の姿を求める哀切な歌となってお

り、本能寺の変後のガラシャ幽閉中の作であるとも考えら

れる。 

  

  

  


